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予防∵暗・針 指針た基づく施策 詩碑ゐ親身 対応策 

第サ≡∵普提琴発黎び人権の尊重 

卜 基本的考え方  

1■国及び地方公共団体においては、結  ○結核対策特別促進事業  1′．国や地方自治体の関与に  
核に関する適切な情報の公表、■正Lい知  （結核予防技術者地区別  よる地域連携推進のための  
識の普及等を行うことが重要である。ま  講習会）【補助金】   普及啓発をどのように行っ  
た、結核のまん延の防止のための措置を  ◆結核予防会等による普  ていくことが必要か。  
講ずるに当たっては、人権の尊重に留意  
することとする。   

2保健所においては、．地域における結  
核対策の中核的機関として、結核につい  
ての情報提供、相談等を行う必要があ 
る。  

3擾師その他の寧療関係者において  
は、患者等への十分な説明と同意に基づ  
いた医療を提供することが重要である。 

4二国民においては、結核について正し  
い知識を持ち、自らが感染予防に努める  
とともに、結核患者が差別や偏見を受け  
ることがないよう配慮することが重要で  

ある。  



ヽ  

結核予防技術者地区別講習会について  

0平成22年度実施要領  

1．開催目的   

保健所、市町村、指定医療機関等で結核事防事業に従事している技術者に対して   

研修機会を提供することにより、結核対策に必要な最新の知識と学問の進歩に即  

応した技術の取得と向上を図る。  

2．歴史的背景   

昭和33年、（保健師は36年）に開始され、全国を7行政ブロック（北海道、東北、  

九州）に分け、毎年度、ブロツ  関東・甲信越、東海・北陸、近畿、中国一四国、  

ク内の各県持ち回りで開催。  

・昭和33年～平成9年：厚生労働省、開催  

の共催  

・平硬10年以降：開催（当番）県の主催   

予防会が担当）  

※結核対策特別促進事業（国庫補助）対象   

（当番）県、財団法人結核予防会  

（研修内容の企画は財団法人結核  

3．受講対象  

（1。）’ 

に勤務する医師、診療放射線技師、保健師・一看護師、その他の者  

（2）感染症診査協議会委員及び指畠医療機関に勤務する医師■看護師、その他の者  

（3）集団健診を行っている委託医療機関に勤務する医師、診療放射線技師、保健  

師■看護師、その他の者  

（4）結核対策に興味‘・関心のある医師、診療放射線技師、保健師▼看護師、‘その  
他の者  

4．受講者数   

受講者については特に制限しません。繭催地では多数の参加を期待いたしており  

ます。  

5．講義配置（時間割）  

・「合同講義」は、全参加者を対象に、一会場にて行います。  

・「三科別講義」は、医師、診療放射線技師、看護職それぞれに、三会場にて  

行います。  

イ特対事棄■（結核対策特別促進事業）の報告一評価」は、全参加者を対象に、  

一会場にて行います。  

・「結核行政担当者会議」は、各都道府県・政令市・中核市等の行政担当者の  

みの参加です。  
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6．講義内容  

講習会テーマ  

講義   テーマ   対象   由間  講師及び担当   

1h  

合同講義・I   全参加者  ′〉  

「今後の結核対策一予防計画の改  2・5h   

訂に向けて－」  1h  

一合同講義Ⅱ  全参加者   ～  

2．5h   

合同講義Ⅲ   「最近の結核対策の動向」   全参加者  1h  厚生労働省   

医師講義   「結核診療の向上を目指して」   医師   2． 

診療放射線技   「結核対策の課題と効果的な患者  診療放射   

師講義   
2．5h  結核予防会  

発見・放射線防護の考え方」   線技師   

保健師∴看護師  「総稜のない世界をめざしてγ地  保健師・   

講義   
2．5h  結核予防会  

域DOTSと地域連携を通して～」 看軍師   

1「－  

特対事業（結核対策特別促進事業）の報告・評価   全参加者  ～  

1．5h   

1・帥  

結核行政  
結核行政担当者会議  ■〉  

担  
2h   

＊「特対事業（結核対策特別促進事業）、の報告一評価」   

平成10年度よ’り地域の結核問題■対策の格差を解消するために、県市の特対事業  

の実績について発表や評価を行う場として設けている。  

＊「結核行政担当者会議」   

平成13 

ている。  
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▼合同講義Ⅰ・Ⅱ▼（結核研究所）  

テーマ：  

「今後の結核対策一緒核予防計画の改訂に向けて－」   

講義の目的：   

本講義では、」近年の結核対策の動向とし七、1）小児結核については、BCG接種と  

コツホ現象、小中学校の結核健診の検討、2）患者発見については事業所健診の改正、  

接触者健康診断、3）感染予蛎策では、施設内感染予防‥予防委員会の指針改盲丁、4）  

緬核診療については地域連携の強化、について昭介します。今後の対策の動向につい  

ては 

予定です。また、、今回、オプションをとして、結核管理図や結核予防計画等の情報を  

用いて二地区別講習担当県の結核の現状評価と対策の展望が選択できることといたし  

ました。   

講義内容ニ   

ー′結核の基礎知識   

■BCG接種とコツホ現象   

㌧小中学校の結稜健診の検討  

・専業所健診の改正   

1接触者健康診断（手引き最新版） 

■ウォンティフェロン最新情報  

・施設内感染予防：日本結核病学会予防委員会の指針改訂  

・低まん延化に向けた対策：都道府県結核予防計画の改訂  

外国人結核対策  

病原体サーベイランス／分子疫学調査・研究  

勧告に従わない感染性患者の由題など   

・地域連携の強化   

華オプション：「地区別講習担当県の結核の現状と展望」   

講師が結核管理図の推移と結核予防計画を用いて′、現状の分析と対策の今後につ  

いて展望する。  

●合同講義Ⅲ（厚生労働省）   

テーマ：   

「最近の結核対策の動向」  

講義内容：  

・活動性分類の改訂  

・結核医療提供体制の再構築 

・結核に関する特定感染症予防指針 等  

し   
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